
愛知製鋼グループは、社会課題を起点に、経営理念を基盤として創業から培ってきた資本（強み）を活用し、素材メーカーとして新たな領域を切り拓き、

事業活動を通じて「地球環境」「社会」「従業員」を中心とした3つの価値を提供することで、持続的な社会への貢献と企業価値の向上を目指します。

価値創造プロセス

INPUT 経営戦略・事業活動 OUTPUT 2026年度目標 提供する価値

※1 2年に1回実施している従業員向け調査の「働く誇り」
       に関する設問の満足度平均点（5点満点）
※2 当該年度に売上実績のあった保有特許件数

重要課題（マテリアリティ）  ≫p.32

企業行動指針

経営理念・ミッション

コーポレート・ガバナンス  ≫p.57

共有する価値観「Aichi Way」

・国際社会の不安定化
・脱炭素社会への移行
・自然再興
・循環社会への転換

・新興国の経済成長
・インフレ、為替変動
・経済安全保障、サプライ
   チェーンマネジメント

・人権、DE＆I
・少子高齢化、人手不足
・価値観の多様化

・モビリティ産業変革
・AI進化
・技術革新の加速

社会課題

Economy

Technology

Politics

従業員が幸せを感じら
れる「価値ある会社人
生」を追求することで会
社とともに成長し続ける
人的資本

創業から培ってきたモノ
づくり力と、高品質な製
品を安定して供給できる
製造資本

地球環境や生態系への
影響と依存に配慮して
賢く使う
自然資本

事業戦略と一体となり
競争優位性の確保と新た
な価値を創り出す
知的資本

最適な資本構成により
成長戦略を支える
財務資本

ステークホルダーの皆様
とともに築き上げる
社会関係資本

持続可能な
地球環境への
貢献

従業員の幸せと
会社の発展

事業の変革で
豊かな社会を
創造

・働く誇り※1   
　4.0点（3.4点）　

人的資本

・重大品質問題   0件（0件）
・重点災害件数   0件（0件）

製造資本

・個人株主比率  30％以上（18.3％）
社会関係資本

Social

・DEレシオ  0.30～0.50倍
・ROE　      4.0％以上（3.2％）
・PBR　      0.50倍以上（0.58倍）

財務資本

（0.28倍）

・特許出願件数　 50件以上
・実施特許件数※250件以上

知的資本

（58件）

（54件）

(2024年度実績)

既存領域

新たな領域

鍛カンパニー
鍛造品
≫p.22

スマート
カンパニー
電子部品
≫p.26

ステンレス
カンパニー
ステンレス鋼
≫p.24

鋼カンパニー
特殊鋼
≫p.20

①マルチパスウェイへの貢献 
②需要地変化への対応
③社会課題への
　ソリューション提供

中期経営計画
2024-26

・CO2排出量削減率  (2013年度比)  
　単独 35.0％（25.4％）
　連結 35.0％（26.5％）

自然資本

価値創造ストーリー ■ イントロダクション　■ 価値創造ストーリー　■ 価値創造の戦略　■ サステナビリティの取り組み　■ 会社データ

AICHI STEEL REPORT07


	空白ページ



